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B 5 酸指鉄粒ﾐ阿札/こ対するアニオン桂P/Aの遇梁防止作用俤4報
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　目的　既蔵でia，変練糸(sO，向玄^λしたケン応度の衷なる水リビ＝ル･アルコ- ノレ似1こ

フタオン桂pvAm高分子ビルダーとI- た場合のi駄二義粒子巧れの乃乗性について報告した

。即ち，綿布，ポリエ又チル布いずれの場倉も既存のP/Aにμべて履れた巧甕防止効果,≪.-

示,t こと叔わか，た。中?り, グン拓度の低いも・程その片向官顕暑で･あっre，一方，界

面同肆嫁添加しT-z系で，特にア●･オン系のS)SU'≫<-'>^,l/副帥ヤでは，誘ヶン犯度ﾌ)PVA
が向外彩恥町友/o^-/がφ対£において汚栄司

・これらの維剽ハら，アニオン姓p叩申,こ仔伍する酢酸蕎ヵ哨梁に強く影響を与元ゐこ,と

が認められ匹り？｀，本報利亀アニオy^池p以と乃黛吐と川鼎禾t巧れ准^ヤ卿への高

冷子ヒリレグ一の吸巻なお),幻ヵヽら装討釧于った。

　方法抒れ紅ﾐJは顔新柳叛二歳d-へ四れ,平均紅刊会幻か),試初こは，前那

尺綿布(カナベ;ン)かﾘｪｽ,テ/レ布汐フゲ), 鳶分惑tiVレダ一ｋ ｔru， アニオンり陳p以(りル尺綿布(カナ吸ン)かﾘｪｽ，テル布(タフi), 而分子白ﾚﾀﾞ'一と( r IJ， アニオンノn

かレぶン蕨ｿｰﾀﾞ｀と岑り酢酸ビュ/L^教奢海部)を用しべ。乃れ息B-などヽへり
%■量:測t-は,林),印ちがぢ浪を参マヨウ素叱よろ曼色法，を｡用いた。

p以びｼﾞﾉﾚ

馬分､3-の吸

　和果ﾗ弛墓^･減扮-^ ビリ゛－のか・,禾にわいl＼t,アニオン漣p/A。絢し蛎附表

ヽ面ヘパ及丿量剛定。紬莱，未ゲン拓のPVA り姶ケ列じのvvhより吸沸量贋多く，蛸述

のようにヶン肥戻の池い名の程，高い巧梁防止効果が表われ久こ^ 乙馴湘わﾌﾟられる二と

吠明らかとなっん
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B 6 齢掲欽粒釦分散優良ヽ副こ副幻し一引レリン酸の彩智
辰蓼々刄啄政　o冊妬尚き　旧IIIt % 1r

　@的　剛本粒抑冰の沈冷機捧を椛打るたishには、ぶく規良り､た毛ﾃﾘﾚ糸でヽjC験を

行う､J^vf吻油乙。そこで１ず回拝れおちれの毛引にして硫化部好を調曝して、柚粒

ir特柱を明らむヽにし、水刎緋､にいる粒}間相互作困をしーﾉ1レタミン酸の存在下て兼

徊した。

　タ低塩化銀匍を塩酸水溶潅で略解し、[Vta]＝3､l?“Xぶ必､U^,[HCfi]こ5刈o以-oU^ とバi

るように調脹し、100・ｃで■3 日- 2.,e闇熱蚕して. 齢仏鉄粒J5･を調製した。粒子の粒刄分

和tM,＼心娘剛幻-^ ^り調べた。粒狛了遠にﾉ;^雛とμ者波による扮ヽ散を繰り返して精皺し、

1$峻あいヽロ冰酸化すトリウムマ噺え聊Hに調穆し/･;.粒子の新勅角清蜘躇妬禰俤、

で劃えした。ソjレの刹叫良榛かﾉ゛lﾚを所良の時間静奮しり)ら、分光丸良計をfflvヽて浹

長600wwに伺tるソ|レの迪瀋華を測定し、μuヽめの必＆率に対･?る応ツToで衣わしよ。

　緬乖岫巳仮粒徊^i連関までは熟涙ﾓﾖ赦が長くなら>^粒}俸μ刄さくなり、均一性む

t＼くなるこtがわりヽ7 たのでr遠闇熟沢けこ粒子を支験に飢ヽた。粒ryのモードfijiO与m

で、^の形細丿電顕鋤献の傾象剛部回穴｀恥re。孝た粒子の瞥症ね刮引物H^であっ/ s。

え析し卿H~6のゾ･レ＼靖蔵あるいは水肺化升り叫乞希加してPﾄiを友化さ£八吋の/f・
山^ 4-6では朽到雀化しない四日㈲寸ｔで希しく増欠し、pH レ･0で勲ﾀﾞ低下１る。

粒手が凝集寸印噸匍i粒抑)等妬ふい到レ致しホ。ソ)レにしｰ>r岬ﾐﾝ敵脈)を靭ロレ

尽吋の圃紅旺(細＝iﾀﾞ'で以ぶ^で[嫌湘口乙同琢胤であるが. ＼6以･ぶ忖ヽ1搦晰E瀬、
殲で湯しい琥乖如知^われる。げ以μ付飲゛は等転ヽでの凝集を紡μ^る勧勤n.われA。


